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１．はじめに
はじめに、現代の音楽はメロディー、リズムや歌声が重視される傾向にある。その歌を気に入るか気に入らないかは、その曲の心地よさやノリの良し悪しで判断されてしまい、歌詞自体は軽視されてしまう。しかし、テレビ番組での歌詞の字幕化が行われる、歌詞が国語の教科書に使われるなど、歌詞の役割は大きいと考えられる。そこで、本論では歌詞だけに重点をおき、歌詞の表現方法から現代の若者がどのような風景を好むか、歌詞により心にどのような変化があるのかを分析し、傾向を明らかにする。
多くの若者が魅力を感じている『RADWIMPS』の野田洋二郎が書く歌詞を、レトリックから分析する。RADWIMPSというのはどんなグループなのか、レトリックとは何か、どのような表現が使われているのか分析する。それにより野田洋二郎が何を伝えたいのか、歌詞がどのような世界として作られているのかを研究する。そこから若者に支持される理由を探る。
　RADWIMPSに関するアンケートを実施し、人気のある曲・ない曲、その特徴や共通して使われている表現・傾向をレトリックに注目して研究する。そこから、人気のある曲は若者にどのような影響を与え、どのように解釈されているのかを分析する。
　また野田が作った歌詞をテーマ別にわけ、それぞれのテーマごとにどのような傾向にあるか、また同じ表現であってもその意味や思惑に違いがないかなどを分析する。また歌詞の中の言葉に隠された意味がないかなどを調べ、野田が何に重きをおいて作詞を行っているのかを分析する。
最終的に、野田洋二郎が歌にして伝えたかったことが何なのか、レトリックとの関係を分析する。
２．RADWIMPS
バンド名の『RADWIMPS』はRAD(強烈、良い)とWIMP(弱虫、軟弱な)という言葉を組み合わせて作りだした造語で、『かっこいい弱虫』『見事な意気地なし』という意味がある。01年、横浜で高校生活を送っていた桑原彰（g）と野田洋次郎（vo）という２人の出会いから活動は始まり、02年、地元横浜のライヴ・ハウスで初のライヴを敢行。その頃からすでに、桑原彰は「オレはRADWIMPSで食って行く」とかたく心に決め、バンド一本の道を選んでいる。その頃から徐々に彼らのライヴと曲の良さが口コミで10代の間に広まり始め、03年、好きな人への想いを高校生らしい詩が胸を締めつけられる「もしも」を１万枚限定の100円でリリースし、即完売。そして、同じ年である高校３年生の夏にデビュー・アルバム『RADWIMPS』を発売。ミクスチャー・サウンドや疾走感溢れるポップ・パンク・ソングの原型が詰まった作品を完成させるが、野田洋次郎が大学受験のためバンドは一時活動休止に入ってしまう。
　翌年の04年、バンド活動を再開するにあたりメンバー・チェンジを行い、山口智史（ds）と武田祐介（b）が新たに加わりめでたく再出発。すぐさまレコーディングを行い、アコースティック・ギターの調べが美しいロック・バラードとなったシングル「祈跡」を発表する。初の全国ツアーを経験後、翌05年には2ndアルバム『RADWIMPS２～発展途上～』をリリースしバラードからファンキーなミクスチャー・ロックまで幅広いタイプの曲を網羅した。
　そして、ミディアム・テンポのシングル「25コ目の染色体」で念願のメジャー・デビューを飾る。また『ROCK IN JAPAN FES.2005』『SUMMER SONIC 05』にも出演を果たし、邦楽シーンに確固たる地位を築いた。その後も彼らは休むことなく、06年２月にメジャー1stアルバム『RADWIMPS 3 ～無人島に持っていき忘れた一枚～』をリリース。このアルバムはロング・セラーとなり、さらに多くの人々に彼らの名を知らしめることとなった。その後は「ふたりごと」「有心論」「セツナレンサ」というそれぞれ全くタイプの異なるシングルを立て続けに発表する。そして、前作から10ヶ月というハイ・ペースでメジャー2ndアルバム『RADWIMPS4～おかずのごはん～』をリリース。野田自身の経験が反映された、心に染みる切ないラブ・ソングが数多く収録されているこのアルバムで、彼らの人気はさらに絶大なものとなった。
また、「年間3万人も出る自殺者を1人でも減らしたい」という想いから、徹底的に「生」に対して肯定的な態度を貫いている。
３．レトリックについて
これから最初に述べたように、レトリックに注目してRADWIMPSの歌詞分析を行っていく。そこで、まずレトリックについての知識を深めようと思う。
レトリックとは、ギリシア・ローマ時代から学問的な対象として扱われている修辞学のことをいう。修辞学というのは、弁論・叙述の技術に関するものであり、雄弁術・弁論術・説得術とも呼ばれる。基本的には演説の技術で、いかに聴衆を納得させるかを目的としたかなり政治的なものであった。加えて、演説を魅力的に見せるための身振りや発声法などまでも重要視される言語学・詩学・演技論などの総体的なものであった。現在では言語表現に磨きをかける技術となっている。具体的には比喩・擬態法・倒置法・体言止めなどがあり、造語なども含まれている。
《具体例》
・比喩(直喩、隠喩、諷喩など)
　　→人生は芝居のように波乱万丈である(直喩)…のごとし、を思わせる
　　→人はいつか消える一瞬の光だから「俺色スカイ」 (隠喩)
　　→実るほど頭の下がる稲穂かな、猿も木から落ちる(諷喩)
・対照法(換語法)
　　→あの男は人間ではない、悪魔だ!!(換語法)
・換喩、転喩、皮肉法
　　→日本は昔大陸文化を盛んに取り入れた(全体－部分)
　　→葵の紋(主体－属性)
　　→この部屋は暑いですね…窓を開けてください(転喩)
　　→すごく個性的なお仕事ですね…褒めているとみせかけ、実は批判的(皮肉法)
・提喩(婉曲法、緩叙法)
　　→永い眠りにつく、息を引きとる、亡くなる…死ぬ(婉曲法)
　　→僕は息を止め待つ…自殺する、死ぬ　「有心論」
・反復法
　　→君は嬉しくて泣く、泣く　「有心論」
　　→いいんですか　いいんですか　「いいんですか？」
・追加法(同格法、類語法)
　　→彼は花村一郎に、恋人の父親にはじめて会った(同格法)
　　→彼女はきれいで、可愛らしくて、愛らしくて、魅力的で…(類語法)
・省略法(体言止め、黙説法、暗示的看過法)
　　→男は黙ってサッポロビール…を飲む(体言止め)
　　→この僕の(願い)と君の(願い)がなぁ　「メルヘンとグレーテル」
　　→これは周知のことだが…(暗示的看過法)
・呼びかけ法(投疑法、詠嘆法)
　　→日本は今のままでいいのだろうか(投疑法)
　　→ああ、おお、かなし(詠嘆法)
・倒置法
　　→ロマンチストなんだ空は　「俺色スカイ」
４．人気別歌詞分析
これから歌詞分析を行う。当初自分の好きな曲の分析を考えた。しかし多くの人に支持される曲の分析を行う方が、多くの人が感じるRADWIMPSの魅力に触れられると考え、アンケートをとることにした。それによりRADWIMPSの人気・不人気の曲を調査し、そこから人気・不人気の曲のそれぞれに見られる特徴を分析する。加えて同時に選択した曲の傾向を調査することでどのようなテーマの曲が多くの若者に支持されているのかを研究する。主に、レトリックに注目して分析を行うが、野田がどのようなことを伝えたかったのかも理解したいと考える。
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今回のアンケートでは、男性332人女性278人分合計で610人のデータを得ることができた。年代別では10代74人、20代479人、30代56人、40代1人という結果になっている。ここからもRADWIMPSが10代・20代から圧倒的な支持を得ていることがわかる。アンケートの結果でもわかるように、上位の「ふたりごと」「有心論」「最大公約数」は多くの人気を集めている。そこで今回は「最大公約数」「有心論」について詳しく歌詞分析を行う。
<有心論の分析>
人間不信者の状態からスタート
今まで僕がついた嘘と 今まで僕が言ったホント

どっちが多いか怪しくなって 探すのをやめた
内省的な感じが、人間不信の暗い影を僕の心に落としているような表現になっている。嘘とホントのどっちが多いのかを考え、考えるのをやめたくなるぐらいに嘘が多いことに気づき考えるのをやめたように解釈できる。その雰囲気は2連も同様であり、この曲は自己嫌悪の描写から始まっている。自己嫌悪は他者への嫌悪にも繋がっており、それを描いているのが3連である。

どうせいつかは嫌われるなら 愛した人に憎まれるなら

そうなる前に僕のほうから嫌った 僕だった
この部分がストレートにその心境を表している部分である。

人間信者の思考回路
しかし4連になると僕は変化する。3連までは自己への嫌悪が他者への嫌悪に変わっている。そこから他者への肯定と自己の肯定だって常に裏表の関係だということに気付く。それにより
　　　　　　　　　愛されたいとそう望むなら
そうなる前に 僕の方から愛してみてよと
という歌詞につながるのである。この時に、人間不信者は人間信者に変わったのである。

人間信者になった僕はCメロへと突き進む。9連「こんなキャッチフレーズを書こう」の「こんな」が指しているのは8連全体（「君は人間洗浄機～」）。テレビショッピングのようにありふれたフレーズを使った表現だが、この歌詞自体はありふれたものではない。まず普通のテレビショッピングのフレーズの主人公を「君」にすることはない。しかし「君」はモノじゃなくて、確実にカタチのあるヒトとして描かれているようである。

君があまりにも綺麗に泣くなら 僕は思わず横で笑ったよ

すると君もつられて笑うから 僕は嬉しくて 泣く 泣く
引用したのはCメロの直前の6連。ここに出てくる「君」は恋人のような雰囲気である。少なくともキャッチフレーズに乗せられて売られる売り物のような扱いではない。いつの間に君は恋人(のような存在)ではなくなったのだろうか。恋人でなくて、どんな存在なのだろうか。その答えはCメロにある。

君は世界初の 肉眼で確認できる愛

地上で唯一出会える神様
「君」は「愛」になり「神様」になる。これまで恋人のような存在であった「君」が、ここでは存在が大きく転換し、愛になり唯一無二の神様になる。
誰も隅っこで泣かないようにと君は地球を丸くしたんだろう？

誰も命 無駄にしないようにと君は命に終わり作ったよ
10連と11連のそれぞれの冒頭では、もう6連のような人間味のある君はいない。今や君は地球を丸くでき、命の終わりを作れる神のような存在になる。

自殺志願者の思考回路、そして永久幸福論者へ

10連と11連のそれぞれ後半は、

だから君に会えないと 僕は隅っこを探して泣く 泣く

だから君がいないその時は 僕は息を止め 待つ
という表現になる。どちらの表現もとても似ている。「世界の隅っこ」は君が作った世界の端という意味と、息を止めた先にある窒息死、つまり生の端という意味の二つの意味での世界の一番端という解釈ができる。

ここでの「僕」は自殺をすることで「君」に会うことができると考えている。世界が神様の手のひらの上にあったとする。そんな世界で、私たちが世界の端まで来てその先に足を踏み入れたとしたら、そこはもう世界じゃなくて、神さまの領域。すると神様は反対の手で私をつまみ上げ、軽くいさめて、私をもとの世界に連れ戻してしまいそう。世界の端まで行けば、私たちは神様に会えるのです。この野田もこのようなことを考えたのではないだろうか。
するとね君はいつでもここにきてくれたのに もうここにいない いない
しかし神様はいなくなってしまう。いなくなってしまった理由としては「君」と破局した、もしくは死んでしまったと考えられる。それにより歌い手の思考回路は自殺志願者へと再び戻る。君（＝神）に触れてポジティブに転じた思考は、またネガティブへと戻ってしまう。

3分前の僕が また顔を出す
13連。ここに出てくる「3分前」は、単純な「少し前」を表すのではなく、この歌詞が出てくる3分20秒のちょうど3分前を指している。つまり、人間不信者や自殺志願者のようなネガティブな存在の僕を意味する。
しかし、僕は再び永久幸福論者（つまりポジティブ）に戻ることができる。なぜなら君に会えたからである。
息を止めると心があったよ そこを開くと君がいたんだよ
「息を止める」という表現は11連にも出てきた。そのときには、君に出会うために自殺しようとして止めてみたが君には会えなかったということになっている。しかし、14連では君に会うことができている。息を止めても君に会えないと思って落胆していたけれど、息を止めて自分の心と向き合うという、予想とは違うかたちで出会えたことへの驚きと喜びを感じ取ることができる。
左心房に君がいるなら 問題はない ない ないよね
後半の畳み掛けるような繰り返しにより、とても切実な響きが表現されている。思っていたのと違うかたちで君に出会えたことに対して、戸惑いをちらつかせるような繰り返しで、答えに自信が持てないときに疑問文を繰り返すときと同様である。また左心房というのは比喩表現で、心の中にいつも君がいるという表現と、君は僕の力の源という表現が含まれている。
この心臓に君がいるんだよ 全身に向け脈を打つんだよ

今日も生きて 今日も生きて そして今のままでいてと

白血球 赤血球 その他もろもろの愛を僕に送る
最後の連である。君を内面のものにした僕の強さを表現した連である。

長いプロセスを経て、やっと“永久”幸福論者になった僕は強いポジティブさを持っている。君を内面的なものにした実感をひしひしと感じるこの部分は、「君」という力の源を手にいれた僕の元気な姿が想像できる。
　結果、この曲では、自分の内面に君という大きな存在を手に入れた僕は、永久幸福論者になったのである。
《有心論のレトリック》
　全体を通して多くみられたのは「反復法」である。フレーズとしての反復だけではなく、連としての反復も多く見られた。人間不信者・人間信者・自殺志願者・永久幸福論者すべての場面で反復法や対照法が取り入れられている。また2度にわたって使われている。「泣く泣く」という表現は、それぞれの場面で涙の意味が異なっている。最初の方では、君のことを恋人のようにとらえており、お互いの存在の近さを感じ嬉し泣きをしている場面である。しかし2度目の方では、君に会いたいと思い世界の端にまで行ってみたが、結局君に会うこと出来ずに泣いてしまう、という悲しい場面である。両場面とも反復法により、より切実な感情の変化が表現されている様に感じる。
　お気に入りのフレーズに多く選ばれていた「君は人間洗浄機」や「君は世界初の肉眼で確認できる愛　地上で唯一出会える神様」には隠喩が使われている。これらはそれぞれ流れの中で重要な表現となっており、君という存在のイメージの構築に多大なる影響を与えている。
　また後半では「君」を体の一部と重ねる表現が多く見られる。特に「左心房」「白血球、赤血球」という隠喩表現である。それまでに愛や神様などと表現されていた「君」という遠い存在が、自分の体の一部になる。それにより、君と僕の距離がグッと近づく。そんな想像をさせられる表現になっている。
全体を通して、野田の表現力の豊かさが際立つ楽曲になっている。しかしその表現は限定的なものではなく、聞き手によって様々な解釈ができるものであり、まるで自分のことを歌った曲のように感じられる。そこがこの曲が多くの支持を受けた最大の要因だと私は考える。
<最大公約数の分析>
　最大公約数とは、0ではない複数の整数の公約数のうち最大の整数のことである。この数学の概念を人間関係や恋愛に適用したものが「最大公約数」という歌である。

君が想うこと　それは同時に僕が想うこと
そんな奇跡は必要ないよ　タダであげるって言われても
第2連。お互いの考えや価値観または距離感などがぴったり一緒である必要はない。というより、そんな存在は本当に必要でないと考えているようだ。逆に奇跡を起こすことを楽しむような内容になっている。
パパとママが　心だけは隠して生んでくれたのには
それなりの理由があった　だから二人は
　この連での「心」という表現は、そのままの心という意味でとることもできるが、2連で述べたような価値観を意味するとも考えられる。すると次の連が活きてくる。
忘れないように確かめ合って途切れそうな夜を繋いだんだ
溢れないように分け合って　だからそう
　2人でたくさんの時間を過ごす中で、お互いの考え方がぶつかることもあった。その度に別れそうになったが、お互いにとっての公約数を探すこと、つまり価値観のすり合わせを行うことで今まで続いてきた、という風に解釈できる。歌詞の内容としては、普通のカップルの喧嘩や仲直りなので、歌詞中の僕や君に自己投影がしやすくなっている。
何を与えるでもなく　無理に寄り添うわけでもなく
つまりは探しにいこう　二人の最大公約数を
声にならぬ思いは　無理に言葉にするでもなく
いつか僕も分かる時まで
分かり合えない想いは　無理に頷くためではなく

いつかの楽しみに　そう　とっとこう
何を求めるでもなく　無理に意味を添えるでもなく

つまりは探しにいこう　二人の最大公約数を
ここでは「無理」という部分を強調している。あくまで自然に、無理する必要のない関係を作っていこうというものである。個人的には最後の「いつか僕も分かる時まで」がとても気になる。あくまで想像ではあるが、この僕は無理に寄り添うことや無理に気持ちを言葉にした経験があるのではないだろうか。そんなことを自分はしたくないし、君にもさせたくないという思いが表れているようである。自分のことを励ましつつ、君にも君らしさを求めていて、まさにこれから2人の最大公約数を作っていこうという意気込みを感じる。自分の恋愛のスタンスが分からない若い聞き手には、「無理して一緒にいる必要はないんだよ」というメッセージになっていて、とても励まされる内容になっている。
君の心は僕の２倍　僕の小指は君の２倍
一つ分かってほしいのは　愛されたい気持ちは君の５倍
個人的にとても好きなフレーズである。あくまで私的解釈ではあるが、「体のサイズは僕が大きいけど、僕を受け入れてくれる君は心が大きいね。でも僕は、君が思っている以上に君に愛されたいんだよ」そんな歌詞である。多くの人が感じるRADWIMPSの魅力『ストレートな表現』である。
「別れよう」って言われる２秒手前　涙はかろうじてまつ毛の手前
本日１００回目のごめんね　呆れて君は笑ったね
別れる理由３つあるなら　別れない理由１００探すから
カランコロン　カランコロン　きっと
　RADWIMPSの歌詞の中で最も人気のあったフレーズである。君を想う気持ちが重たいほどに表現されており、君と絶対に別れたくない気持ちがひしひしと感じられる。また「カランコロン」というフレーズが結婚を想像させることから、僕は君との結婚を考えていると考えられる。前半部分からも同様の想像ができ、呆れられるほど「好き」という気持ちで溢れている。
聞き手の目線で考える。自分が君の立場の場合も呆れて笑ってしまう気がする。一日に100回もごめんと言われ、別れたい理由の何倍もの別れない理由をあげられれば、誰しもが
笑ってしまうのではないだろうか。普通の人であればこのように必死になることを非常に恥ずかしく感じるであろう。しかし、野田の手にかかればロマンチックな歌詞に見えてしまう。そこも彼の書く歌詞の魅力である。
君が８なら僕は２になる　僕が１０なら君は５になる
君＋僕はなんだろう　僕－君は何だろう
　　　　　　　　　　　雨のち晴れのち曇り　僕のち君のちつまり
そうやって　これからだって　やっていこう
　この連では、君に対する「これからもずっと一緒にいようね」というメッセージが込められている。普通のカップルがそうであるように、喧嘩をして一緒にいてもつまらない時もあれば、この人を選んで良かったとなるときもある。そんな日常を2人なりに楽しんで行こうというメッセージで締められている。
ただ、「君が8なら僕は2になる」という部分だけが気になる。通常8の最大公約数は4である。しかし、ここではあえて2を使っている。この2に意味はあるのだろうか。個人的な解釈では、向上心の表れではないかと考えている。直後の「僕が10なら君は5になる」から推測すると君は僕にとっての最大公約数にすでになれているようである。しかし僕はまだ2でしかなく4になりきれていないので、これからも頑張るという意気込みを感じる。
《最大公約数のレトリック》
　最初に触れたように、この曲のタイトル自体が比喩表現になっている。僕と君にとっての価値観や距離感、感情のすり合わせを行うなかで「最大公約数」を探そう、という意味になっている。全体的に、僕の君に対する愛情で溢れた曲である。
　最大公約数という曲名だけあって歌詞には数字がおおく使われている。3や100などの数字を使用することで内容に具体性を持たせ、僕の想いを分かりやすく表現している。また分析の段階でも触れたが「君が8なら僕は2になる」という表現に野田の魅力を感じる。その理由としては、まず言葉として表現しにくい「価値観」や「考え」を数字で表現した点である。これらに関しては人それぞれ違いがあるが、数字で表現することで具体性を持たせ、聞き手が消化しやすいようになっている。次の理由は、聞き手に疑問を持たせる歌詞になっていることである。すでに書いたように8の最大公約数である4ではなく、2を使っている。これにより、聞き手は歌詞全体にさらに興味を惹かれ、2度目3度目と歌詞を読み返すことだろう。野田がそう考えるように仕向けたのかはわかりかねるが、このような考えにさせるのも魅力かもしれない。
７．まとめ
今回のRADWIMPSの歌詞分析を通して、主に分析を行った「有心論」「最大公約数」だけでなく多くの曲において、自分の経験と重なる歌詞、つまり自己投影をしやすい歌詞が目についた。このことが確実に若者の支持に繋がるとは言えないが、少なからず影響はしているであろう。また内容の分析を行っていく中で、歌詞中で「僕」を励ますような表現が多く見られた。それらは単に、野田が自分を励ますつもりで書いた歌詞なのかもしれない。しかし、自分も含む多くの若者にとってその歌詞は「頑張れ」と背中をおしてくれているように感じる。だからこそ彼の曲に共感できるのである。
更に、野田洋次郎の歌詞は表現がストレートである。レトリックに関して言えば、比喩や隠喩が多用されているが、昔の歌詞で言うならば「毎朝味噌汁を作ってくれ＝結婚」のような難解なものでなく「カランコロン＝結婚」のように簡単なものが多数を占めている。その為、まだまだ人生経験の浅い若者にも解りやすく想像がしやすい。しかし、その表現は直接的な「結婚しよう」ではなく独特なので興味を惹かれるのである。若者の想像のし易さで言えば、「最大公約数」では若者にとってまだまだ不確定な「価値観」や「考え」を数字で表現した点は素晴らしい。今までぼんやりとしか見えなかったものの輪郭が見えるようになり、この曲を聴いて自分の価値観と向き合った人もいるのではないだろうか。
また、反復法や韻を踏んだ表現が1曲の中に何度も見られた。この技法を使うことによってより感情が深まり、聞き手の心に深く印象づけられている。しかし、あくまで推測ではあるが野田はごく自然にこれらの技法を使っているように感じられる。その為その表現に違和感はなく多くの若者にとっての「最大公約数」的な表現になっている。
重要なことは、野田洋次郎がこの歌詞を、自分が恋人に充てるためのプライベートなラブレターにとどめたのではなく、一般に広く公表したという事実は、念頭に置いておくべきことなのだろうと感じる。一人の人間の素直な思いを前にしては、「科学」など大それた大義名分は、全てかたちだけのものに成り下がってしまうのかもしれない。自分の解釈が正確かどうかは別にして、作詞者が歌詞を書く際にいちいち、「このフレーズを使うのはこういう意味があるからで、だからこの言葉を使う以外はありえない」という論理的なステップを踏んでいるわけはない。推敲を繰り返しながら、「無意識のうち」に言葉を紡いでいく。この「無意識」の中に、論理的なステップが埋め込まれているのだと考える。自らの生きてきた記憶から、「ここで使うべき言葉はこれでなくてはならない」というひらめきが瞬時のうちに起こり、言葉は紡がれていく。そこにRADWIMPSの歌詞の魅力があるのだと思う。
　最後に、自分なりにRADWIMPSの歌詞分析を行う中で、歌詞の深さや表現力の豊かさに改めて感銘を受けた。その一方で、自分以外の彼らのファンやファンでない人の意見に触れ、状況や好みによって感じ方が異なることもわかった。これからも多くの人々が感動できる、また心に残る楽曲を作ってほしいと思う。
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